
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22,000円 
 

 
低価格で定期的な受診

をサポート 

平日午後から予約可能 

約 30分で 

健診終了 
早期アルツハイマー型

認知症診断支援 

最 短 1回 早期発見 

解析ソフトで脳萎縮の

程度を解析 

✅脳腫瘍 ✅脳動脈瘤 ✅脳梗塞 ✅頭頸部血管狭窄 ✅脳出血 

検査の流れ 

こちらの QR読み込みまたは 

愛媛労災病院 脳ドック 検索 

受付、MRI問診 
予約（2週間前までに） 

日時決定 

（月～金 8：30～16：00） 

 

検査説明、金属チェック 

MRI検査 

検査結果郵送 

税込み 

ご予約・お問い合わせは0897-33-6191 内線 328（受付  10:30～16:00） 

＊ 50歳以上の方が対象 
＊ 救急等で検査時間がずれる

場合があります 

お申し込みは “お手軽脳ドック”とお申し付けください 



 

MRI検査とは？ 

何がわかるの？ 
血管を調べる 
頭頚部血管の状態 

脳動脈瘤（クモ膜下出血の

原因）や血管の狭窄・閉塞、

動脈硬化の程度（脳梗塞）、

などを調べることができ

ます 

 

脳を調べる 
脳の構造や組織の状態 

脳腫瘍、脳梗塞、脳出血、

脳の萎縮など、脳の病変や

異常を詳細に把握できま

す 

脳萎縮を調べる 
認知症のリスク 

VSRAD という解析ソフト

を用い認知症の原因とな

る海馬の萎縮を早期に発

見し、認知症のリスクを評

価することができます 

（50歳以上が対象） 

 

 

 

検査を受けられない方 

検査前に問診と金属チェックを行いますが、ご不明な点はお問い合わせください 

•心臓ペースメーカー、除細動器、人工内耳、その他の金属製医療機器：磁力に反応するため、検査は受けられません 

•脳動脈瘤クリップ:特に古いタイプのものは、検査によって移動する可能性があるため、注意が必要です 

•血管内のステント:材質によっては検査が可能な場合もありますが、古いものや特定の材質のものは注意が必要です 

•避妊リング:材質によっては検査が可能な場合もあります 

•目に金属片が入った可能性がある場合: 磁力に反応するため、検査は受けられません 

•刺青やアートメイク:金属成分を含むインクを使用している場合、やけどや画像乱れの可能性があります 


